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油彩、 76 × 102 cm、スイス、個人蔵
fig. 2 ベルナルド・カヴァッリーノ《アハシュエロス王の前のエステル》
カンヴァスに油彩、 100 × 127.5 cm、所在不詳
fig. 3 ベルナルド・カヴァッリーノ《キリストと姦淫の女》カンヴァスに油彩、
92 × 127 cm、ナポリ、インテーザ・サンパオロ（モンテ・ディ・ピエ
タ美術館）
fig. 5 ベルナルド・カヴァッリーノの模倣者《トビアスの結婚》カンヴァスに
油彩、76 × 103 cm、マドリード、プラド美術館
fig. 4 ベルナルド・カヴァッリーノ《キリストと姦淫の女》カンヴァスに油彩、 
72 × 101 cm、ロンドン、マティーセン・ギャラリー
fig. 6 ベルナルド・カヴァッリーノに基づく 《トビアスの出発》カンヴァスに
油彩、78 × 100 cm、ローマ、コルシーニ美術館
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fig. 7  ベルナルド・カヴァッリーノ《聖ペテロの否認》カンヴァスに油彩、 
63 × 103 cm、ナポリ、カポディモンテ美術館
fig. 8 ベルナルド・カヴァッリーノ《聖ペテロの否認》カンヴァスに油彩、 
60 × 90 cm、ナポリ、ジロラミーニ聖堂旧蔵
fig. 10  ベルナルド・カヴァッリーノ《聖ペテロを牢獄から解放する天使》
カンヴァスに油彩、 33 × 42 cm、ニューヨーク、マリオ・モデス
ティーニ旧蔵
fig. 12  ベルナルド・カヴァッリーノ《エルミニアと牧
人》カンヴァスに油彩、直径50.2 cm、ミュン
ヘン、アルテ・ピナコテーク




fig. 11  ベルナルド・カヴァッリーノ《エルミニアと牧人》カンヴァスに油彩、 
98 × 127 cm、ナポリ、カポディモンテ美術館
fig. 9 ベルナルド・カヴァッリーノ《聖ペテロを牢獄から解放する天使》 
カンヴァスに油彩、 60 × 90 cm、ナポリ、ジロラミーニ聖堂旧蔵
fig. 12 fig. 13













1 De Dominici, Bernardo, Vite de’ pittori, scultori ed architetti napoletani, 3 vols., Naples, 1742–1745.　なお、「ベルナルド・カ
ヴァッリーノ伝」の前半部の訳文については、次の拙稿を参照。川合真木子「ベルナルド・カヴァッリーノ伝（ 1）」『Aspects of 
Problems in Western Art History』 vol.17、2019年、143–150頁。
2 De Dominici, Bernardo, “Vita di Bernardo Cavallino pittore”, in Vite de’pittori, scultori ed architetti napoletani, eds. 
Fiorella Sricchia Snatoro and Andrea Zezza, vol. 2, Naples, 2008, pp. 56–78.
3 伝記の前半部分においては、カヴァッリーノとヴァッカーロが、サン・ディエゴ・ア・ロスペダレット聖堂の天井画（現存しない）を描
いたエピソードが紹介されている。拙稿（2019）、146、149頁を参照。
4 コンカ公マッテオ・ディ・カプア（Matteo di Capua / 1568–1607）のコレクションについては、「パチェッコ・ディ・ローザ伝」でも言及
されている。De Dominici, op. cit. (2008), p. 196, note 1. 
5 マロッタ家は、ナポリのサン・ジョルジョ・アイ・マンネージ聖堂（S. Giorgio ai Mannesi）横に家を構えていた。Ibid., p. 69, note 
17.
6 1711年と1720年に、ロンドンの芸術家アカデミーに記録が残るジャン・シャルパン（ Jean Charpin / 生没年不詳）のこと。作品
は特定されていない。Ibid., p. 69, note 18. 
7 副王ペドロ・アントニオ・デ・アラゴン（Pedro Antonio de Aragón / 1611–1690）のこと。在位1666–1671年。なおこれらの作品
は特定されていない。Ibid., p. 69, note 19.
8 この2 枚の絵画について、パーシーは、ルーヴル美術館の《ロトと娘たち》（ 101×76 cm）および、ゴスフォード・ハウス（ロング
ニドリー）の《ノアの泥酔》（ 103.5×78.7cm）を想定している。この同定は、対作品が共にロトの物語を描いているとする伝記
記述とは異なっているが、18 世紀にすでにドイツにあった作品について、デ・ドミニチが実見した確率が低いことを考えれば、あ
りえない話ではない。Percy, Ann, and Ann Tzeutschler Lurie, eds., Bernardo Cavallino of Naples, 1616–1656, exh. cat. 
(Cleveland Museum of Art and Kimbell Art Museum, Fort Worth), Cleveland, 1984, pp. 126–129.
9 ナポリで活動したアムステルダム出身の商人、ガスパル・ローメル（Gaspar Roomer / 1590 頃–1674）については、伝記前半部で
もたびたび登場する。拙稿（2019）、145、146、149頁、註10参照。
10 同じ名前のヴェネツィア人商人の名前は、ベローリによる「ルカ・ジョルダーノ伝」に数度登場する。Bellori, Giovanni Pietro, 






14 現存作品の中では、パーシーがナポリのカポディモンテ美術館所蔵作（ 101×127.5 cm）を充てており、近年スピノザもその説を
追認している。Percy and Lurie, op. cit., pp. 140–141; Spinosa, Nicola, Grazia e tenerezza ‘in posa’: Bernardo Cavallino e il 
suo tempo 1616–1656, Rome, 2013, p. 383.
15 現存作品中に特定されていない。
16 両作品共、現存作品中に特定されていない。
17 デ・ドミニチによる画家スタンツィオーネの評価は高く、「マッシモ ・ スタンツィオーネ伝」においては、作品だけでなくその品行と
人柄を賞賛している。De Dominici, op. cit. (2008), pp.79–122.
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18 原文では“pii operai”。1602年頃ナポリでカルロ・カラファ（Carlo Carafa / 1561–1633）によって創設された宗教団体。現在の正
式名称はCongregatio Piorum Operariorum Catechistarum Ruralium（P. O. C. R.）。
19 パオロ・デ・マッテイス（Paolo de Matteis / 1662–1728）はナポリの画家で、デ・ドミニチは彼についても詳細な伝記を残してい
る。Santucci, Paola, “DE MATTEIS, Paolo” in Dizionario Biografico degli Italiani, vol. 38 (1990): http://www.treccani.it/
enciclopedia/paolo-de-matteis_%28Dizionario-Biografico%29/ (最終アクセス2020年10月30日 ); De Dominici, op. cit. 
(2008), pp. 974–1036.
20 デ・ドミニチの伝えるカヴァッリーノの死の年とは齟齬がある。
21 版画家ニコラ・ドリニィ（Nicolas Dorigny / 1652–1746）のこと。De Dominici, op. cit. (2008), p. 77, note 44.
22 サルヴァトール・ローザ（Salvator Rosa / 1615–1673）についても、デ・ドミニチは「カヴァッリーノ伝」の倍以上の紙幅を割いて詳
細に記している。Ibid., pp. 405–474. 
23 この肖像画“il ritrattino”については不詳。
24 Percy and Lurie, op. cit., pp. 90–91; Spinosa, op. cit. (2013), pp. 288–289.
25 Spinosa, Nicola, Pittura del seicento a Napoli, Naples, 2010, pp. 189–190; Forgione, Gianluca,“Per una rilettura di 
Bernardo Cavallino”, Paragone Arte, Nr.108 (2013, Marzo), pp. 55–69, esp. p. 68, note 43; Spinosa, op. cit. (2013), p. 388. 
26 Percy and Lurie, op. cit., p. 131; Spinosa, op. cit. (2013), p. 387. 
27 https://matthiesengallery.com/artist/cavallino-bernardo (最終アクセス2020年8月22日)。
28 マティーセン・ギャラリーの作品は、1716年のフランチェスコ・デ・パルマ（Francesco de Palma）のコレクションから出たと見
られている。“effigie della donna adultera di Quattro palmi per tre, mano di Bernardo Cavallino”in Labrot, Gérard, 
Documents for the History of collecting Italian Inventories, I, Collection of paintings in Naples 1600–1780 (Getty Provenance 
Index), 1992. なお本作品は、1938年にナポリで開催された美術展に出品されて以降、カヴァッリーノ研究の中では言及されてい
ない。La Mostra della Pittura Napoletana del 600–700–800, Naples, 1938, p. 319, n. 4.
29 Percy and Lurie, op. cit., pp. 98, 231; Museo del Prado, Museo del Prado: inventario general de pinturas, Madrid, 1996, 
vol. 3, pp. 492–493. なお、スピノザは、複数残る作品のうち、ある個人蔵作品を真筆とし、またプラドの作品を含む数点を複製
として紹介している。Spinosa, op. cit. (2013), pp. 283–284, 408–410. なお、この個人蔵作品は近年オークションに出品された
（Cambiaste: Dipinti Antichi, Lot 414, 17 Maggio 2017, Genova: Castello Mackenzie）。  
30 Percy and Lurie, op. cit., pp. 98, 230; Spinosa, op. cit. (2013), p. 410.
31 Percy and Lurie, op. cit., pp. 66–67; Spinosa, op. cit. (2013), p. 298.
32 ジロラミーニ聖堂の2点については、盗難に遭って所在不明。Spinosa, op. cit. (2013), p. 407. 個人蔵作品については次を参照。
Percy and Lurie, op. cit., pp. 94–95; Spinosa, op. cit. (2013), p. 382.
33 なお、保存状態の悪さから、カヴァッリーノの真作であるかについては諸説ある。Lurie, Ann Tzeutschler, in Silvia Cassani, 
and Nerina Bevilacqua, eds., Bernardo Cavallino, exh. cat. (Museo Pignatelli, Naples), Naples, 1985, pp. 226,230; 
Spinosa, op. cit. (2013), p. 387.
34 《エウロパの略奪》については、リヴァプールのウォーカー・アート・ギャラリー所蔵作（101×113.7 cm）と、カンザス・シティのネル
ソン・アトキンス美術館所蔵作（61×81.7 cm）が比較的古くから知られている。Percy and Lurie, op. cit., pp. 120–123. また、近
年スピノザは新たに個人蔵の作品（95.5×123 cm）を報告している。Spinosa, op. cit. (2013), pp. 371–372.
35 拙稿（ 2019）、144頁参照。なお、伝記に登場する画題は『エルサレム解放』の第 7歌に基づく。Torquato Tasso, La 
Gerusalemme liberata, Genova, 1617, pp. 73–85.
36 アグッキの同主題に対する愛好については、次を参照。Whitfield, Clovis, “A Programme for ‘Erminia and the Shepherds’




Percy, Ann, “Bernardo Cavallino: la fortuna critica,” in Cassani and Bevilacqua, op. cit., pp. 54–79, esp. p. 52. 
38 カヴァッリーノの生年は、洗礼記録から、1616 年であると判明している一方、没年は不明であり、彼が埋葬されたというサン・
ニコラ・アッラ・カリタ聖堂の教区記録の調査においても埋葬記録は見つかっていない。De Dominici, op. cit. (2008), pp. 61, 
75–76, notes 2, 38, and 40.
39 Lofano, Francesco, “The marriage contract of Bernardo Cavallino”, The Burlington Magazine, vol. 156, no. 1341 
(December 2014), pp. 801–802.
40 Ibid., p. 802.
41 シピオーネ・コンパーニョ（Scipione Compagno / 活動期1631–1658?）は風景画家で、デ・ドミニチはサルヴァトール・ローザの同門
とみなしているが、実際は少し上の世代に属する。De Dominici, op. cit. (2008), pp. 469–470, note 182.
42 Lofano, op. cit., p. 802.
地域 所有者または仲介者／職業 主題 点数 寸法など 現存作品・模写等
1-①
イギリス ジャン・シャルパン／騎士・ロンドン芸術アカデミー会員
聖母像（半身像） 4 ― ―






2-② シセラをくぎ打ちにするヤエル 1 ―
2-③ サムソンとペリシテ人 1 ―








3-② 酔ったロト 1 ゴスフォード・ハウス所蔵（《ノアの泥酔》）
4 フランドル フェルディナンド・ローメル／商人 不明 複数 ― ―




エステル 1 5×3パルモ スイス、個人蔵。あるいは所蔵先不詳の同主題作品か
6-② 姦淫の女 1 4×5パルモ インテーザ・サンパオロ所有
6-③ トビアスの結婚 1 3×4パルモ プラド美術館等に模写有り
6-④ 姦淫の女 1 3×4パルモ ―
6-⑤ ペテロの否認 1 3×2.5パルモ ―
6-⑥ 死せるキリスト 1 2パルモ グルノーブル美術館所蔵
6-⑦ トビアスを祝福するトビト 1 2.5×2パルモ コルシーニ美術館に模写有り
7-①
グラツィア侯爵
トビアスの結婚 1 2.5×2パルモ ―
7-② ユディト 1 4×5パルモ カポディモンテ美術館所蔵
8-① ドン・ニコラ・サレルノ／
騎士・文学者
ペテロの否認 1 3パルモ ―
8-② 異教の捧げもの 1 3パルモ ―
9-①
カプーティ（一族）
エウロパの略奪 1 4×3パルモ ―
9-② 馬に乗って牧人の野に行くエルミニア 1 4×3パルモ ―
10-①
サン・セヴェリーノ公爵
トビトの物語 2 5×4パルモ ―
10-② ペテロの否認 1 ― ―
10-③ 牢獄からの解放 1 ― ―
10-④ アベルを殺すカイン 1 ― ―
10-⑤ アダムとエヴァ 1 ― ―




 Percy and Lurie, op. cit. (figs. 1, 3, 5, 6, 8–10) ／ Spinosa, op. cit. (2010) (fig. 2) ／ https://commons.wikimedia.org/wiki/
File:Bernardo_cavallino,_cristo_e_l%27adultera.jpg （最終アクセス2020年10月30日） (fig. 4) ／ Spinosa, op. cit. (2013) 
(figs. 7, 11–13)
表1　個人コレクション中のカヴァッリーノ作品一覧
＊1パルモは、26.4cm
